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健康科学部
0北海道の温泉と豊富温泉における慢性皮膚疾患の療養について
　内野栄治
　日本温泉気候物理医学雑誌，70（1），14－15（2006）
　道内温泉の基本的な質について触れ，当所で取り組んできた健康科学に関連した調査研究，特に豊富温泉とアトピー性
　皮膚炎について紹介した．
食品薬品部
○食品中に残留する農薬等のポジティブリスト制度について
　小川　廣
　北海i道の公衆衛生，33，10－13（20G7）
　食品衛生法の改正により，平成18年5月29日に施行された食品中に残留する農薬等のポジティブリスト制度について
　解説し，併せて当所の取り組みについても紹介した．
○北海道における有毒植物による食中毒発生状況
　姉帯正樹
　食品衛生学雑誌，47（2），J－178－184（2006）
　北海道において発生したトリカブト，ドクゼリ，
　防止のための行政の取り組みを紹介した．
ドクニンジンなどの有毒植物による食中毒事例44件を簡単に解説し，
Oアイヌ民族の伝承有用植物皿　　薬用植物編3
　姉帯正樹
　薬用植物研究，28（1），22－30（2006）
　アイヌ民族が伝統的に矢毒として用いたトリカブト，薬用としたナナカマドなど22種について，アイヌ語名，利用部
　位，利用法，現在の一般的な利用法などを簡単に紹介した．
○アイヌ民族の伝承有用植物V皿　一薬用植物編4
　姉帯正樹
　薬用植物研究，28（1），3！－38（2006）
　アイヌ民族が伝統的に食用としたアキタブキ，ギョウジャニンニクなど45種について，薬用植物としての一面を簡単
　に紹介した．
微生物部
OEBウイルス抗原・抗体
　藤原成悦ユ），岡野素彦
　中井利明，尾崎由基男，小田原雅人，小室一成，野村文夫編，検査値のみかた，中外医学社，東京，2006，pp．580－582
　EBウイルス感染症における診断法として，病変組織における抗原の検出及び抗体反応に関して，その方法と意味を中
　心に概説した．
　η国立成育医療センター
OEBウイルスの核酸診断
　藤原成悦’），岡野素彦
　中井利明，尾崎由基男，小田原雅人，小室一成，野村文夫編，検査値のみかた，中外医学社，東京，2006，pp．976－979
　EBウイルス感染症における分子生物学的手法を用いた核酸診断に関して，その具体的な方法論と診断に関して概説し
　た．
　1〕国立成育医療センター
ーユ2ユー
○エゾシカ寄生マダニ類の生態
　伊東拓也，高橋健一
　梶　光一，宮木雅美，宇野裕之編著，エゾシカの保全と管理，北海道大学出版会，札幌，2006，pp．165－181
　エゾシカに寄生するマダニ類について，種類構成や発生消長について解説し，エゾシカに与える影響及びヒトとの関連
　についても言及した．
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